
    雪学習 指導案 ［社会科］ 
 
 雪学習とは、「雪」を楽しんだり（親雪）、「雪」を克服したりする活動を通じて、冬の暮らしに関心を持ち、

除雪に対する意識が浸透することを目指した学習です。 

■実施例 
 実施校 札幌市立西園小学校  実施学級 ５年 2 組 

    

 実施日 2016 年２月 1６日（火） ６校時  指導者 多田 公洋 

    

 科目/単元名 社会「環境を守るわたしたち」［５時間扱い］ 
      
   

 

単元のねらい 
 

◯ 環境汚染の原因、健康や生活環境を守るための取組や市民一人一人の協力の重要性について考え、適切に

表現している。 

◯ 市民や行政、企業が一体となって生活環境を守ることの大切さを理解している。 

 

教材化のポイント 
 

＜身近な教材「雪」を通して、考える意欲を引き出す＞ 

教科書には、京都市鴨川の水質改善の事例が出ているが、子どもにとって遠くの存在で、抽象的になるため、考える意欲を

引き出すことが難しい。 

そこで、本実践では札幌の車粉公害を教材化する。子どもたちにとって雪道はとても身近で、すべての子どもたちが転んだ

り、滑ったりした経験をしている。その生活経験を生かして、学習を進めることで、生活環境をよりよくする取組について、

どの子も自分事として意欲的に考える姿が見られると考えた。 

 

＜２つの写真の比較で、単元を貫く問題意識を醸成する＞ 

 単元の導入では、車粉公害がひどかった 40 年前と今の札幌の写真を比較する。同じ街なのに、こんなにも様子が違うという

思いを引き出し、なぜ当時はこんなことが起きていたのか、どうやってこれを克服したのかという単元を貫く問題意識を醸成

する。そして、家族への聞き取り調査をすることで、経験談を通してその具体をイメージし、思考を膨らませられるようにす

る。 

 

＜車粉公害を克服するための板垣市長の判断の意図を考える＞ 

 本時では、まずスパイクタイヤ禁止に対する市民や警察の不安を提示する。そのような安全面での不安の声があったなか、

スパイクタイヤ禁止を推し進めた事実を理解することで、「どうして板垣市長は、スパイクタイヤを禁止にしたのか？」という

問題意識を引き出したい。 

 市長の判断の意図を考えることで、既習を生かした知識面からの追求と市長（または市民）の立場に立った情意面での追求

が可能になる。そして、「市民の健康」と「街の環境」という２つの要素で、市長の意図を構造化していく。 

 
 

教師のかかわりのポイント 
 

＜自動車の交通事故が増えていないことを確認する＞ 

本時の導入では、安全面の不安から問いを醸成した。そこで、自力解決および全体交流が終えた段階で、実際の交通事故数

の変化について検証する場を設ける。増えていないことを理解することで、この施策の素晴らしさや市長の英断がより浮き彫

りになると考えた。 

 

＜歩行者の転倒事故が増えているグラフの提示＞ 

本時では学習の後半部に転倒事故が増えた事実を提示する。それにより、スタッドレスタイヤによる新たな問題が発生して

いることに気付かせたい。 

 そして、その問題の解決策を自分たちの生活経験や既習をもとに、北国に住む市民として考えることを目指したい。 

 
 



 

 

学習活動計画（5 時間扱い 本時 5/5）  
 

時 目指したい子どもの姿（「3 つの力を軸に展開） 活動内容 

1 【問題を見付け、追究する力】 ○環境を守る取組の事例として、

京都市や四大公害病の地域など

を取り上げ、環境や公害を改善す

る人々の工夫や努力を概略的に

理解する。 

 

2 【問題を見付け、追究する力】 

【自分から働きかける力】 

○札幌の事例として、車粉公害を

取り上げ、２つの写真の比較か

ら、札幌は 40 年間にどのように

して公害をなくしたのかという

単元を貫く問題意識をもつ。 

3 【自分から働きかける力】 ○40 年前に起こっていた車粉公

害の原因を調べ、スパイクタイヤ

と車粉の関係性について理解す

る。 

（家族への聞き取り調査を行う。 

4 【自分から働きかける力】 ○車粉公害をなくすための取組

を、資料をもとにしながら、行

政・市民・企業の３つの立場から

考える。 

 

5 【問題を見付け、追究する力】 

【自分を見つめ豊かに表現する力】 

○車粉公害を克服するために、ス

パイクタイヤを禁止した札幌市

の意図を考え、さらにスタッドレ

スタイヤによるつるつる路面へ

の対策について考える。 

 



 

 

本時の目標と学習活動 

●本時の目標 

・車粉公害を克服するために、スパイクタイヤを禁止した板垣市長の判断の意図を、市民の健康と街の

環境という２つの視点から考えることができる。 

●本時の学習活動の想定（5/5） 

学 習 活 動 期待する子どもの姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

○反対意見があったの

に、スパイクタイヤを

禁止にしたことを通

して、「板垣市長はど

うしてスパイクタイ

ヤを禁止にしたのだ

ろう？」という問題意

識を持つ。 

【問題を見付け追究す

る力】 

 

 

 

 

 

 

○提示されたグラフか

らスタッドレスタイ

ヤになって、交通事故

が増えていないこと

を読み取る。 

【問題を見付け追究す

る力】 

 

○雪の多い北国札幌の

市民の一人として、転

倒の問題のためにで

きることを考える。 

【自分から働きかける

力】 

板 

書 

計 

画 

 

スパイクタイヤによって起きていた車粉公害は、行政・市民・企業が協力し

て、問題解決のために努力してきたことを学んでいる。 

当時の記事より 

スパイクタイヤ

禁止で「事故多

発なお懸念」 

＜北海道警察＞ 

スパイクタイ

ヤ製造中止に

不安（安全性） 

＜市民の声＞ 

安全面での反対の意見があったのに・・・？！ 

   板垣市長はどうしてスパイクタイヤを禁止にしたのだろう？ 

＜健康＞ 
車粉によって体調が… 

・目が痛い 

・鼻が詰まる 

・のどがガラガラ 

スパイクタイヤが禁止に 
なって事故は増えていない。 

＜美しい街＞ 
・空気の汚い街 

・雪にもよごれが・・・ 

・車粉でかすむ街 

・車道のラインも消える 

スパイクタイヤを禁止することで、車粉がなくなり、 

札幌の環境をよくしようとした。 

転ばないように

歩かないと… 
砂まきや氷わり

が必要かも… 

ほこりの街 
ほ
こ
り
の
街 

街
の
環
境 きれいな街 

住みやすい街 

札幌 

事故は増えたの？

車粉公害は解決…でも歩行者の転倒事故は増えている。 

転ばないように歩く 

砂まきをするといい 

靴のスパイクを使う 

板垣市長はどうしてスパイクタイヤを禁止したのだろう？ 

スパイクタイヤを禁止にして、札幌の環境をよくしようとした。 

市民の健康 

健康被害 

・目が痛い 

・鼻がつまる 

・のどが痛い 

空気が汚い 

雪も黒く 

車粉でかすむ 

ラインも消える 

札幌を美しく 

事故は 

増えず！ 
きれいな街 

札幌 

でも、転倒事故急増！ 

※ふりかえりを記入する 

板垣市長写真：札幌市公文書館所蔵 

スパイク禁止

→不安・危険 



 

 

本時で活用する資料と本時の様子 

 

◯活用した資料 

 
 

  

北海道新聞記事 資料 ワークシート 副読本 

 

 

●本時の様子 

   

 

 

 

［本時の板書］ 

 

 

雪学習 2015 

 

・「車粉で『不快感』

『健康被害』85％も」 
［1988 年 9 月 29 日 朝

刊］ 

・「スパイク禁止法案

に期待と不安、反応さ

まざま」 
［1989 年 3 月 16 日 朝

刊］ 

砂まきの説明 


